
日本赤十字社埼玉県支部（支部長 大野 元裕）は、２月７日（水）川越市立霞ケ関西小学校（学校長

原田 正則）で、６年生１２５人を対象に「赤十字防災セミナー」を行います。

このセミナーは、災害への備えの重要性を理解するとともに、学習の過程を通じて「命の大切さ」を

伝えたいという同校からの依頼で実施するもので、けがの手当ての体験も行います。

今回実施するカリキュラムは、令和５年７月から新たに追加したもので、学校からの依頼で実施する

のは県内初となります。

日本赤十字社埼玉県支部

令和６年２月１日

【連絡・問合せ先】
日本赤十字社埼玉県支部 総務部 総務課 若佐
広報担当者連絡先：090-7255-1766 TEL：048-789-7103
FAX：048-834-1520 E-mail：koho@saitama.jrc.or.jp

■取材について■

ご取材いただける場合は、２月６日（火）１７時までに裏面「取材連絡票」の送付をお願いします。

大地震想定の新カリキュラム 実施は県内学校初

小学生１２５名対象に体験型防災セミナーを開催

【日 時】 令和６年２月７日（水）８：４０～１２：２０

（①８：４０～、②１０：４０～）

※一部のご取材も可能です。

【場 所】 川越市立霞ケ関西小学校  体育館（川越市笠幡3971番地4）

【参加者】 同校６年生 １２５人

【講 師】 日本赤十字社埼玉県支部職員

【内 容】 （１）赤十字防災セミナー「おうちのキケン」

（２）けがの手当て

※１時限４５分×２コマ 計９０分を１タームとし、

２クラスごとに同一内容を２ターム実施します。

【その他】 同校で集められた「令和６年能登半島地震災害義援金」を当日に受領する予定です。

■概要 

令和６年能登半島地震から１か月

イメージ

イメージ

報道機関各位

（埼玉県政記者クラブ・川越新聞記者会 同時発表）

新カリキュラム「おうちのキケン」とは

自宅の部屋の平面図を描くワークを行います。日本はどこでも地震が起きる可能性があることを理解させ

るとともに、いのちを守るための対策について考える機会を提供します。

危険箇所に気づき、家具の安全対策等について考え、各家庭での対策が進むことを期待します。



取材案件名 川越市立霞ケ関西小学校 防災セミナー

御社名

部署名

担当者名

連絡先

※今後当社から取材関連の

ご連絡をさせていただきます

TEL ：
e-mail：

媒体名

取材目的・ご希望

放送・発行予定日
□ 令和 年 月 日
□ 未定

スタッフ数・機材
人

（ □ カメラ ・ □ スチール ）

到着見込時間

駐車場 □ 必要 ・ □ 不必要

放送・発行内容の
転載可不可

□ 可 ・ □ 不可 ・ □ 応相談

取材連絡票
FAX：048-834-1520
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